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第９６回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「海上交通の要衝における船舶衝突事故を防ぐ　～和歌山県潮岬

               沖推薦航路の設定～」

 　　　　　 第五管区海上保安本部 交通部 航行安全課

              専門官　　遠藤　富士穂　氏

 

第９７回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演 「ウインドチャレンジャー　プロジェクトと実装運航状況のご紹介」

 　　　　 株式会社 商船三井 技術革新本部技術部

            ゼロエミッション技術革新チーム

              チームリーダー　　大西　暢之　氏

第９８回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「弊社洋上風力発電関連事業の取り組み」

 　　　　　日本郵船株式会社 グリーンビジネスグループ

 　　　　　　グループ長　　横山　勉　氏

　

事　業　報　告

　大阪湾における船舶安全運航上の留意点に関する調査研究第２回委員会･･････

　大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査第２回委員会･･････････････････

　大阪湾沿岸部における船舶通航状況の映像を有効に利用した海難防止に関する

　調査研究第２回委員会･･････････････････････････････････････････････････

　大阪湾における船舶安全運航上の留意点に関する調査研究第３回委員会･･････

　堺泉北港 大津航路に係る航行安全対策検討調査第１回委員会･･･････････････

会　務　報　告

　第９７回業務運営会議･･････････････････････････････････････････････････

　第９８回業務運営会議･･････････････････････････････････････････････････

　第９９回業務運営会議･･････････････････････････････････････････････････
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船舶交通随感

　第１６回　ミニボートに関する一考･･････････････････････････････････････

　

事務日誌抄･････････････････････････････････････････････････････････････････

お知らせ････････････････････････････････････････････････････････････････････

　・会員名簿の訂正について
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第９６回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和５年１月３１日（火）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　２６名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　第五管区海上保安本部 交通部 航行安全課 専門官　遠藤　富士穂 氏により

　　　　「海上交通の要衝における船舶衝突事故を防ぐ　～和歌山県潮岬沖推薦航路の

　　　　設定～」と題し、講演が行われた。

※　新型コロナウイルス感染症防止対策を講じた上で開催した。
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第９７回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和５年２月２７日（月）１５:００～１６:１０

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　２９名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　株式会社 商船三井 技術革新本部技術部 ゼロエミッション技術革新チーム 

　　　　チームリーダー　大西　暢之 氏により「ウインドチャレンジャー　プロジェク

　　　　トと実装運航状況のご紹介」と題し、講演が行われた。

※　新型コロナウイルス感染症防止対策を講じた上で開催した。
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第９８回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和５年３月２７日（月）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　２８名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　日本郵船株式会社 グリーンビジネスグループ グループ長　横山　勉 氏によ

　　　　り「弊社洋上風力発電関連事業の取り組み」と題し、講演が行われた。

※　新型コロナウイルス感染症防止対策を講じた上で開催した。















－8－





事 業 報 告
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大阪湾における船舶安全運航上の留意点に関する調査研究

第２回委員会

１　日　　　時　　令和５年１月１６日（月）１３：３０～１６：０５

２　場　　　所　　三宮コンベンションセンター　５階　５０３号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）海難の分析結果について

　　（２）ＡＩＳデータによる船舶交通実態の解析結果について

　　（３）アンケート調査結果の解析について

     (４) 課題の抽出

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ 海難の分析及びＡＩＳデータ解析結果（案)

　　（２）検討資料委２－２ アンケート調査集計結果（案）

　　（３）検討資料委２－３ 安全運航に係る課題（案）

　　（４）参考資料委２－１ 異常な航跡 詳細

　　席上配布資料

 検討資料委２－２ P12、P13　差替

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、長澤 明 委員長により議事が進め

　　られた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　長　澤　　　明　　海上保安大学校名誉教授 ※

委　　　員　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　万　谷　小百合　　海技大学校教授 ※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　中　川　　　悟　　(一社)日本船長協会常務理事 

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　澤　村　正　也　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　浦 　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部支部長

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　増　田　克　樹　　大阪海上保安監部長

　　〃　　　　宮　本　順　之　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　戸川　義徳　次長)

　　〃　　　　東　條　英　一　　堺海上保安署長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　高垣　浩　次長)

　　〃　　　　田　中　一　幸　　大阪湾海上交通センター所長

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東　　　繁　樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　〃　　　　増　山　　　明　　大阪港湾局計画整備部海務課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　杉ノ内　順子　海務課課長代理)

　　　　　　　　　　　　　　　　(　　同席　畦原　聡　海務課担当係長)

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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Ｗ

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　〃　　　　伊　藤　雅　之 　　　　　　〃 　　上席研究員

　　〃　　　　渡　川 明 　　　　　　〃 　　研究部長

　　〃　　　　藤　原 昇 　　　　　　〃 　　部長代理

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　ＭＯＬマリン＆エンジニアリング(株)関西事務所長

　　〃　　　　古　賀　一　弥　　　　　　　　　　　　　　〃 　　　　　　 　 研 究 員
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大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査

第２回委員会

１　日　　　時　　令和５年２月８日（水）１３：３０～１５：１０

２　場　　　所　　アリストンホテル神戸 ５階　カスティーリアの間

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第１回委員会議事概要について

　　（２）主航路浚渫工事の施工計画(一部変更)修正版について

　　（３）主航路浚渫工事(一部変更)に係る船舶航行の安全性・修正版について

     (４) 主航路浚渫工事(一部変更)に係る安全対策・修正版について

     (５) 報告書構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ 第１回委員会議事概要（案）

　　（２）検討資料委２－２ 主航路浚渫工事の施工計画(一部変更)修正版（案）

　　（３）検討資料委２－３ 主航路浚渫工事(一部変更)に係る船舶航行の安全性・修正版（案）

　　（４）検討資料委２－４ 主航路浚渫工事(一部変更)に係る安全対策・修正版（案）

     (５) 検討資料委２－５ 報告書構成（案）

     (６) 参考資料委２－１ 第１回委員会での主な指摘事項及びその対応

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、岩瀬 潔 委員長により議事が進め

　　られた。閉会にあたり岩瀬 潔 委員長より挨拶が行われた後、委託者の近畿地方整備

　　局 大阪港湾・空港整備事務所 所長 倉富 様より挨拶が行われた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　松　岡　耕太郎　　(一社)日本船長協会技術顧問 ※

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　澤　村　正　也　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　荒　川　和　音　　大阪海運組合理事長　

　　〃　　　　森　下　貴　史　　大阪船主会副会長

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　日本押船土運船協会会長

                          (代理　矢野　正行　業務委員)

　　〃　　　　佐　藤　宗　昭　　全日本海員組合大阪支部長

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

                          (代理　寺本　由紀夫　企画調整官)

　　〃　　　　増　田　克　樹　　大阪海上保安監部長

                          (代理　西澤　伸広　次長)

　　〃　　　　北　出　徹　也　　近畿地方整備局港湾空港部長

                          (代理　君島　伸治　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　丸　山　順　也　　大阪港湾局長

                          (代理　畦原　聡　海務課担当係長)

                      

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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オブザーバー　 内　田　　　宏　　(株)東洋信号通信社関西地区担当マネージャー

　　〃　　　　貴　多　　　諒 　　　　〃 　　大阪港グループリーダー

委　託　者　　倉　富　樹一郎　　近畿地方整備局 大阪港湾・空港整備事務所所長

　　〃　　　　松　本　伸　春 　　　　　　　　  　〃　　　　　       副所長

　　〃　　　　中　川　雅　史 　　　　　　　　  　〃　　　　　       副所長

　　〃　　　　中　田　隆　史 　　　　　　　　  　〃　　　　　       事業調整官

　　〃　　　　水　口　直　仁 　　　　　　　　  　〃　　　　　       工務課長

　　〃　　　　高　橋　敏　文 　　　　　　　　  　〃　　　　　       

　　〃　　　　山　口　秀　樹 　　　　　　　　  　〃　　　　　       工務係長

　　〃　      安　平　悠　紀 　　　　　　　　  　〃　　　　　       建設管理官

　　〃　　　  藤　本　典　子 　　　　　　　　  　〃　　　

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事　　       

　　〃　　　  伊　藤　雅　之              〃        上席研究員

　　〃　　　  井　田　英　樹              〃        事業部長

　　〃　　　  渡　川　　　明              〃        研究部長

　　〃　　　  宇出津　弘　昭              〃        総務部長 

　　〃　　　  藤　原　　　昇              〃        事業部長代理

港湾機能維持係長

企画調整課長

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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大阪湾沿岸部における船舶通航状況の映像を有効利用した

海難防止に関する調査研究

第２回委員会

１　日　　　時　　令和５年３月６日（月）１３：３０～１４：５０

２　場　　　所　　三宮コンベンションセンター　５階　５０３号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）ライブ映像提供状況調査結果について

　　（２）アンケート調査結果の解析について

　　（３）船舶運航実務者が情報を有効利用する方策について

　　（４）報告書の構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ ライブ映像提供状況調査結果（案)

　　（２）検討資料委２－２ アンケート調査結果の解析（案）

　　（３）検討資料委２－３ 船舶運航実務者が情報を有効利用する方策（案）

　　（４）検討資料委２－４ 報告書の構成（案）

６　議　　　事

 事務局により出席者及び資料の確認を行った後、松本 宏之 委員長により議事が進

　　められた。委員会審議終了後、松本 宏之 委員長より挨拶が行われ、引き続き神戸海

　　難防止研究会 大泉 会長が挨拶を行った。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　



別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　松　本　宏　之　　海上保安大学校名誉教授 ※

委　　　員　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　塚　田　晃　司　　和歌山大学システム工学部システム工学科教授

　　〃　　　　高　濱　洋　嘉　　内海水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　小久保　善則　副会長)

　　〃　　　　中　川 悟　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　澤　村　正　也　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　野　口　賢　一　　第五管区海上保安本部海洋情報部長

　　〃　　　　増　田　克　樹　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　伸広　次長)

　　〃　　　　宮　本　順　之　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　戸川　義徳　次長)

　　〃　　　　田　中　一　幸　　大阪湾海上交通センター所長

　　〃　　　　北　出　徹　也　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　福谷　宏基　港湾情報化推進官)

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東      繁　樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　〃　　　　堀　内　和　広　　近畿総合通信局情報通信部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　川合　徹　電気通信事業課長)

　　〃　　　　増　山　　　明　　大阪港湾局計画整備部海務課長

　　〃　　　　楠　　　佳　宏　　神戸市港湾局海務課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　村井　宏一　港務係長)
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Ｗ
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事　務　局　　大　泉　　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　〃　　　　奥　原　徳　男 　　　　　　〃 　　専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之 　　　　　　〃 　　上席研究員

　　〃　　　　渡　川　　　明 　　　　　　〃 　　研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇 　　　　　　〃 　　部長代理

　　〃　　　　高　橋　浩　子　　(株)日本海洋科学神戸支店シニアコンサルタント

Ｗ
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大阪湾における船舶安全運航上の留意点に関する調査研究

第３回委員会

１　日　　　時　　令和５年３月１４日（火）１４：００～１５：２０

２　場　　　所　　ラッセホール　地下１階　リリーの間

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）船舶が航行する際の留意事項について

　　（２）周知啓発資料について

　　（３）報告書の構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委３－１ 船舶が航行する際の留意事項（案)

　　（２）検討資料委３－２ 周知啓発資料（案）

　　（３）検討資料委３－３ 報告書の構成（案）

６　議　　　事

 事務局により出席者及び資料の確認を行った後、長澤 明 委員長により議事が進め

　　られた。委員会審議終了後、神戸海難防止研究会 大泉 会長が挨拶を行った。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略　　　　　：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　長　澤　　　明　　海上保安大学校名誉教授 ※

委　　　員　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　万　谷　小百合　　海技大学校教授※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　中　川　　　悟　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　澤　村　正　也　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　管　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部支部長

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　寺本　由紀夫　企画調整官)

　　〃　　　  増　田　克　樹　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　伸広　次長)　

　　〃　　　  宮　本　順　之　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　戸川　義徳　次長)

　　〃　　　　東　條　英　一　　堺海上保安署長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　高垣　浩　次長)

　　〃　　　　田　中　一　幸　　大阪湾海上交通センター所長

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東　　　繁　樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　〃　　　　増　山　　　明　　大阪港湾局計画整備部海務課長

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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事　務　局　　大　泉　　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　〃　　　　奥　原　徳　男 　　　　　　〃 　　専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之 　　　　　　〃 　　上席研究員

　　〃　　　　渡　川　　　明 　　　　　　〃 　　研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇 　　　　　　〃 　　部長代理

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　ＭＯＬマリン＆エンジニアリング(株)関西事務所長
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堺泉北港 大津航路に係る航行安全対策検討調査

第１回委員会

１　日　　　時　　令和５年３月２２日（水）１４：００～１６：３０

２　場　　　所　　アリストンホテル神戸 ５階　カスティーリアの間

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査方針等について

　　（２）航路整備の概要について

　　（３）堺泉北港の航行環境について

　　（４）航行安全性の検討及び航行安全対策について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案）

　　（２）検討資料委１－２ 航路整備の概要（案）

　　（３）検討資料委１－３ 堺泉北港の航行環境（案）

　　（４）検討資料委１－４ 航行安全性の検討及び航行安全対策（案）

６　議　　　事

 開会にあたり委託者の大阪港湾局 泉州港湾・海岸部 事業推進課長 戸田 様より挨

　　拶が行われた。

 事務局により出席者及び資料の確認を行った後、委員長の選任を行い、岩瀬 潔 委

　　員が委員長に選任され、以後、岩瀬 潔 委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　



別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員　　山　本　一　誠　　海技大学校教授 ※

　　〃　　　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　中　川　　　悟　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　日本押船土運船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　矢野　正行　担当委員)

　　〃　　　　荒　川　和　音　　大阪海運組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　松野　佳幸　事務局長)

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　増　田　克　樹　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　西澤　伸広　次長)

　　〃　　　　東　條　英　一　　堺海上保安署長

　　〃　　　　北　出　徹　也　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　福谷　宏基　港湾情報化推進官)

オブザーバー　内　田　　　宏　　(株)東洋信号通信社関西地区担当マネージャー

　　〃　　　　貴　多　　　諒　　　　　　〃　　　　大阪港グループリーダー

委　託　者　　戸　田　雅　文　　大阪港湾局 泉州港湾・海岸部 事業推進課長 

　　〃　　　　富　山　和　重　　　　 〃  　　　〃　　　　　　事業推進課長代理

　　〃　　　　山　中　隆　史     〃     計画整備部計画課 計画調整担当課長代理

　　〃　　　　鈴　木　清　二     〃     泉州港湾・海岸部 事業推進課担当係長

　　〃　　　　杉　原　慎太郎　　　　 〃  　　　〃　　　　　　事業推進課担当係長
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事　務　局　　奥　原　徳　男 (公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之 　　　　　　〃 　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹 　　　　　　〃 　　事業部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇 　　　　　　〃 　　事業部長代理





会 務 報 告
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第９７回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和５年１月１８日（水）１２:００～１２:４０

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）　　　　　は欠席者

　　　　　　　　　　　大  泉　　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石  田　廣  史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　望  月  　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　高  濱　洋  嘉　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中  村　紳  也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　松岡　耕太郎　技術顧問)

　　　　　 〃 　　　　森　下　貴　史　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　 〃 　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳  田　健  二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　藤　井　寿　夫　　(公社)神戸海難防止研究会監事

　　　事　 務 　局　　宇出津   弘 昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

６　議 事 概 要

 大泉議長の代理として奥原業務執行理事より挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について説明があった。特に意見等はな

　　く承認された。議題（２）その他について、次回の業務運営会議等の開催予定日につい

　　て奥原業務執行理事より説明があった。

以　上　

議 長
代 表 理 事
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第９８回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和５年２月１５日（水）１２:００～１２:４５

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）

　　　　　　　　　　　大  泉  　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石  田　廣  史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　望  月  　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　高  濱　洋  嘉　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中  村　紳  也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　松岡　耕太郎　技術顧問)

　　　　　 〃 　　　　森　下　貴　史　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　澤村　正也　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃 　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳  田　健  二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　藤　井　寿　夫　　(公社)神戸海難防止研究会監事

　　　事　 務 　局　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

　　　　　 〃 　　　　藤　原　　　昇　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長代理

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

６　議 事 概 要

 大泉議長より挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について説明があった。特に意見等は

　　なく承認された。議題（２）その他について、次回の業務運営会議等の開催予定日につ

　　いて奥原業務執行理事より説明があった。

以　上　

議 長
代 表 理 事
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第９９回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和５年３月１５日（水）１２:００～１２:５０

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）　　　　　は欠席者

　　　　　　　　　　　大  泉  　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石  田　廣  史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　望  月  　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　高  濱　洋  嘉　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中  村　紳  也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　松岡　耕太郎　技術顧問)

　　　　　 〃 　　　　森　下　貴　史　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　 〃 　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳  田　健  二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　藤　井　寿　夫　　(公社)神戸海難防止研究会監事

　　　事　 務 　局　　宇出津   弘 昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　藤　原　　　昇　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長代理

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）令和５年度常任調査研究委員の委嘱について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　常任委員名簿

６　議 事 概 要

　　　大泉議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）令和５年度常任調査

　　研究委員の委嘱について説明があった。特に意見等はなく承認された。議題（３）その他

　について、次回の業務運営会議等の開催予定日について奥原業務執行理事より説明があった。

　　　　　　　　　　　　　　　　 以　上　

議　　　  長
代 表 理 事





－51－

第１６回　ミニボートに関する一考
　

海上保安大学校名誉教授 　 

神戸大学客員教授　　　

松　本　宏　之　 　　
　　　

　高齢者が乗るシニアカー（電動車椅子）とよばれる一人乗りの乗り物をよくみかけるが、道

路交通法上は歩行者扱いになるために免許を必要とせず、介護保険を利用して購入する高齢者

や免許証を返納した高齢者にも人気がある。シニアカーは原則として歩道を走行することにな

るが、低速とはいえ重さは数十キログラムもあるので、段差がある場所での転倒や歩行者との

接触には注意しなければならない。同様に、若者の手軽な移動手段として都市部で流行ってい

る電動キックボードは、今年の7月から一定の要件を満たせば免許不要になるが、事故も増え

つつあり、規制緩和を問題視する人もいる。

　一方、海上交通の世界では、長さ（登録長）が3メートル未満で機関出力が1.5kW（約2馬力）

未満のボート（一定の要件を満たしているもの）は、通称ミニボートとよばれており、小型船

舶操縦免許も船舶検査も不要である。ミニボートは、海洋レジャーを手軽に楽しめる船舶とし

て急速に普及しているが、船体の特性や操船者の資質などに起因する転覆や機関故障といった

海難も急増しており、事故原因の統計分析によれば一般船舶の海難と比べて初歩的なミスが多

いことがわかっている。

　国土交通省海事局作成のミニボート利用者向け安全マニュアル「ミニボートに乗る前に知っ

ておきたい安全知識と準備」（安全啓発用DVDとして活用され、You Tubeにもアップされてい

る。）によれば、波高は20cmくらい（乾舷の高さの半分以下）まで、風速は4m/s以下が安全に

航行できる範囲の目安であると書かれている。穏やかな海だといわれている瀬戸内海でさえ、

航走海域にもよるが、出航時にこの条件を満たす日はそんなに多くないのではなかろうか。ま

た仮に条件を満たしていたとしても、一般船舶の引き波などで波高は一時的に20㎝を超えてし

まうこともあるので、天候の急変を含め、浸水や転覆の潜在的な危険は大きいといえる。さら

に航行範囲については、岸から1㎞以内、出航地から2㎞以内が推奨されているが、例えば、た

まの休みにフィッシングを楽しむような場合は、釣りのポイントを求めて知らず知らずのうち

に遠くまで移動することも考えられる。

　ところで小型船舶操縦士の免許を有しないミニボートの操船者は、船乗りとしての基本やシ

ーマンシップの理解が乏しいことに起因する危険を生じさせているといわれているが、具体的

には何が足りないのであろうか。小型船舶操縦士の免許を取得するためには、身体検査、学科

試験、実技試験に合格しなければならず、学科試験では船長の心得や遵守事項、交通の方法、

操縦一般、装備品、点検や保守、機関の取扱い、気象海象などの幅広い知識が問われ、また実

技試験においては出航前点検、ロープワーク、操船技術などのテストが行われる。したがって

免許を有していないミニボートの船長は、これらの知識や技能をもちあわせていない可能性が

船 舶 交 通 随 感
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あり、船乗りとしての常識が通用しない船舶が一般船舶の航行海域で混在していることにな

る。さらに船舶の安全な航行を実現するためには、これらの知識や技能に加えて実務や経

験も必要であることはいうまでもなく、ミニボートの船長に求められる能力は一朝一夕で

は得られないことがわかる。

　さて、免許を必要としないシニアカーや電動キックボードに道路交通法が適用されるの

と同様、ミニボートについても海上衝突予防法などの海上交通法規が適用される。したが

ってミニボートを操船する者は事前にルールを勉強していると思われるが、前述の安全マ

ニュアルでさえ紹介されている交通ルールは、行会い船の航法（海上衝突予防法第14条）、

横切り船の航法（同法第15条）、港の防波堤付近の航法（港則法第17条）、港の出入口で

の出船優先（同法第15条）、停泊停留の制限（同法第8条など）であり、当然のことながら、

その他の交通ルールは法令等で出航前に自らが調べておかなければならない。しかしなが

ら、例えばミニボートは港則法上の汽艇に該当するので、港内においては汽艇等以外の船

舶の進路を避けなければならないが、この港則法第18条が横切り船の航法に優先適用され

ることをミニボートの操船者がどのくらい知っているであろうか。

　一方、このような特性を有するミニボートの海難防止のために、さまざまな安全対策が

講じられている。その一つにミニボートの利用者を対象とする有料無料の安全講習会があ

るが、盛況であったとの報告は聞いたことがない。仮に小型船舶操縦免許を有しているの

であれば、免許更新時に講習を受けることや有益な情報提供を受けることも可能であり、

安全啓もう活動もしやすい環境にある。しかしながら免許を有しないミニボートの利用者

については、利用実態を把握できず、免許更新や検査の機会もないことから、安全講習会

の開催情報の周知やその他の安全対策の実施が困難である。これでは、ミニボートを乗る

前に知っておくべき最低限の知識と心得をわかりやすく説明してもらえる機会をみすみす

逃していることになり、せっかく安全マニュアルのような成果物があっても利用者に対す

る安全啓発効果は限定的になってしまう。

　その他の代表的な安全対策として、ミニボートに3m以上の高さの認識旗を掲げ、他船か

らの見えにくさを少しでも解消するというのもある。確かにミニボートの存在を知らせる

効果はあるので衝突防止の有効な手段となるが、3mのポールを小さなミニボートに設置す

ることの困難さもあり、強制力のない任意の状況での普及には限界があるといわれている。

　ミニボートが活動する海は、板子一枚下は地獄とたとえられるような厳しい環境下にあ

り、操船者は気象海象の影響を常に考慮しなければならず、かつミニボートは主として海

洋レクリエーション目的なので航行形態や進路の自由度が大きいことから、車道と分離さ

れた歩道を走行するシニアカーなどの陸上交通媒体とは本質的に異なっているのではなか

ろうか。わが国には、海洋レジャー目的の船舶の法規制に対して消極的な姿勢があったと

聞くが、これだけミニボートの問題点が明らかになり海難も増加してきた昨今、ある研究

者が提言しているように、せめて道路交通法に規定する原動機付自転車の免許取得制度に

類似した学科試験と適性検査、安全講習を義務付けるという対策案も傾聴に値すると思わ

れる。　　
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○　事 務 日 誌 抄

（Ｒ５．１．１～Ｒ５．３．３１）

月 日 曜日 時間 委 員 会 名 実 施 場 所

　 1.16

　　　

　　　1.18 

　　　1.31

　　　2. 8

 　

　　　2.15

　　　2.27 

　　　2.28

 

　　　3. 6

　

　

　　　3.14

 　

　　　3.15

　　　3.22

　　　　　

　　　3.27

（月）

（水）

（火）

（水）

（水）

（月）

（火）

（月）

（火）

（水）

（水）

（月）

1330

1200

1500

1330

1200

1500

1300

1330

1400

1200

1400

1500

三宮コンベンションセンター

商船三井ビル会議室

神戸市中央区文化センター

アリストンホテル神戸

商船三井ビル会議室

神戸市中央区文化センター

アリストンホテル神戸

三宮コンベンションセンター

ラッセホール

商船三井ビル会議室

アリストンホテル神戸

神戸市中央区文化センター

大阪湾における船舶安全運航上の留意点に関す

る調査研究　第2回委員会

第97回業務運営会議

第96回月例会

大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査

第2回委員会

第98回業務運営会議

第97回月例会

令和4年度 大阪湾・紀伊水道台風等対策協議会

臨時総会（会議運営）

大阪湾沿岸部における船舶通航状況の映像を有

効利用した海難防止に関する調査研究

第2回委員会

大阪湾における船舶安全運航上の留意点に関す

る調査研究　第3回委員会

第99回業務運営会議

堺泉北港 大津航路の航行安全対策検討調査

第1回委員会

第98回月例会
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